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アナログ回路技術を駆使して、社会に役立つ無線ハード
ウェアの開発に取り組んでいます。

略歴 所属学会など
2012年までの27年間、日本電信電話株式会社
先端技術総合研究所において半導体プロセスイ
ンテグレーションおよびアナログ集積回路設計
の研究に従事した。その後、日本工業大学電気
電子通信工学科の教授に着任し、現在は無線端
末用のハードウェアおよび回路設計を中心とし
た研究に着手している。
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研究紹介 多相アナログ信号による高性能回路の研究
N相（N≧３）のアナログ信号を用いることにより集積回路

の信号処理精度や動作速度の向上させる研究を行っています。
例えば通常の周波数変換回路（Mixer：掛算回路）を𝑁𝑁𝑁𝑁2個

組み合わせることで、出力に含まれる相対誤差の大きさを2
入力の相対誤差の積の大きさにする周波数変換回路を考案し
ました。これは下図に示されるように、2入力に含まれる誤
差がともに１％の場合、出力に含まれる相対誤差は0.01%と
なり、誤差を激減できます。
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共同研究の事例
・回路基板の雑音指数評価

・低電圧動作周波数変換回路の開発

・多相発振回路の開発、など

うがじん まもる

教授

また発振回路に多相信号による位相補
償技術を適用して、信号遅延の悪影響を
打ち消し、発振信号の純度を高める研究
なども行っています。低コストの高機能
LSI等に関する成果が期待できます。


